
1 

つながる工場モデルラボ：

製造現場の IoT 活用に向けた模擬環境構築 
古川 慈之* 

産業技術総合研究所

要旨: 企業内の業務に関する知識・技術・技能の伝承を支援するために，まずはそれらの可視化

と分析，さらには新たな知識の獲得とそれを活用した作業の定型化・自動化が重要である．既報

では，IoT 技術を活用した製造現場の活動可視化の事例および、状態認識に基づく自動通知の事

例について報告した．本稿では，このような研究開発を推進しながらその成果を産業界に発信す

るために構築している製造現場の模擬環境について報告する．

1 はじめに

企業内の業務に関する知識・技術・技能の伝承支

援には，それらの存在を明確にし，多くの人が認知

できる形式で可視化することが必要である．また，

可視化に続いて分析を実施し，新たな知識を獲得す

ることや，さらにその知識を活用して業務を定型

化・自動化することが重要である．この観点から，

近年注目される「IoT」に関する技術の内，センサを

用いた計測と可視化を活用することで，知識・技術・

技能の伝承支援に貢献することが可能である[1]． 
既報[2]では，IoT 技術を活用した業務システムを

中小製造業の現場に適用し，活動実績の自動収集と

可視化を実現する取り組みについて報告した．また，

既報[3]では，その取り組みの 1 年後の状況と，可視

化に加えて状態認識に基づく自動通知を実現した事

例について報告した．いずれの報告内容も，市販の

製品やサービスの組み合わせによって技術的に実現

可能な内容であるが，本研究はこのような IoT 活用

を使用者自らが実現する「エンドユーザ開発」の観

点から実現性を検討している点が特徴である．本稿

では，このような研究開発を推進しながらその成果

を産業界に発信するために構築中の模擬環境につい

て報告する。

2 IoT 活用推進に向けた模擬環境

著者の所属する産業技術総合研究所（産総研）は，

東京の臨海副都心センターに AI とロボットを活用

する研究拠点として新たに「サイバーフィジカルシ

ステム研究棟（CPS 棟）」を新設し，2019 年 4 月か

ら本格稼働を開始している[4]．この CPS 棟の一部と

して，工作機械を複数台配置した機械加工エリア（図

1，2 参照）が設置されたため，その研究テーマの一

つとして製造現場の IoT 活用に向けた研究開発を進

めている．この CPS 棟機械加工エリアを中心に構築

中の多拠点ネットワーク接続による製造現場の模擬

環境を「つながる工場モデルラボ」と呼ぶ．

図 1： CPS 棟機械加工エリアの外観 
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図 2： CPS 棟機械加工エリアの機械配置 
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図 4： 電流計測による機械稼働状況可視化システム 

 

3 現状と今後 

図 3 に，つながる工場モデルラボの概要と研究テー

マの一つであるネットワーク接続による多様なデー

タ取得と活用について全体像を示す．既報[3]でも構

築途中のシステムについて報告したが，これまでに

電流計測を中心として複数拠点からのデータ収集と

可視化端末の設置まで実現している．図 4 に電流計

測による機械稼働状況可視化システムの画面を，図

5 に CPS 棟に設置した可視化環境の外観を示す．こ

の可視化環境では電流計測以外にも，市販システム

を用いた多様なデータ収集環境を整備中である．今

後は，電流計測を中心とした多様な機械稼働実績デ

ータの統合分析によって，製造業向けの応用研究に

取り組む予定である． 

 

図 5： CPS 棟機械稼働状況可視化環境の外観 
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図 3：つながる工場モデルラボ：ネットワーク接続による多様なデータ取得と活用に向けて 




